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 １０月２４日（金）に、１・２年生

を対象とした模擬授業体験が

行われました。 

 生徒たちはそれぞれ興味の

ある分野を２つ選び、実際の授

業を体験しました。 

 普段の授業とは異なる内容

に触れることで、新たな発見や

将来の進路を考えるきっかけ

になったようです。 
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 １０月３１日（金）に「加積野祭２０２５」が開催されました。午前中は各クラスの展示やｅスポーツ大会、ビリヤード体験会などが行われ、校内は大いに盛り上が

りました。クラス展示ではお化け屋敷や縁日など趣向を凝らした企画が並び、生徒たちは笑顔で楽しんでいました。 

 ｅスポーツ大会では白熱したトーナメント戦が繰り広げられ、見事優勝したのは角侑磨さん（２年・三成中）でした。激戦を制し、今年度のチャンピオンの座に輝

きました。 

 午後からはスポーツ大会が行われました。今年は男女ともに６人制バレーボールでの対戦です。どのチームも練習の成果を発揮し、ラリーが続きました。結

果、男子の部は３年チーム、女子の部は２年生チームが優勝しました。 

 終始、生徒たちは笑顔で取り組み、準備から片づけまで全員が協力し合う姿が見られました。仲間との絆を深め、思い出に残る加積野祭となりました。  

富山駅で商品PRに挑戦！ 

政治をより身近に!県議会議員による主権者教育  

 １０月２２日（水）に、富山県議会の方々をお招きし、２年生を対象とした主権者教育を行いました。 
 主権とは何か、議会や役所の仕事、税金の使い道、そして選挙の大切さなど、私たちの生活と深く関わる政治の仕組みについて、具体的な例を交えながらわ
かりやすく説明していただきました。 
 また、実際の議会でのやり取りや、議員としての思いなどもお話しいただき、生徒たちは普段なかなか聞くことのできない貴重な話に真剣に耳を傾けていま
した。 
 政治が身近なものであることを改めて感じ、来年から選挙権を持つ２年生にとって、社会の一員として考えるきっかけとなる充実した時間となりました。 

興味ある分野を体験！  

全員で創り上げた最高の文化祭 加積野祭２０２５  

 １０月２６日（日）に富山駅で開催された

「とやまワカモノサミット」に、コミュニティ

ビジネス部が参加しました。当日は富山県

内の高校が集まり、ビジネスプランの発表

やマルシェによる実践販売が行われまし

た。新川高校は大根役者カレーについての

PRや17歳のコーヒーを販売し、道行く

人々に商品の魅力を伝えました。多くの

方々が足を止め、熱心に耳を傾けてくださ

いました。 
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 １０月２５日（土）、１１月１日（土）、８日（土）の３日間、令和７年度富山県高等学校新人バドミントン選手権大会が行われまし

た。 

 個人の部のダブルスでは、渡辺彩葉さん（２年・糸魚川中）と筒井藍来さん（１年・富山北部中）のペアがベスト１６入りを果た

し、シングルスでは高野千晶さん（２年・魚津東部中）がベスト１６入りを果たしました。 

 その結果、学校対抗の部で第４シードを獲得し、準決勝で富山国際大付属高校に惜しくも敗れましたが、見事３位という好

成績を収めました。全国クラスの相手にも臆することなく挑み、果敢に攻めるプレーを見せた選手たち。今後のさらなる活躍

が期待されます。  

県新人戦で健闘の３位入賞！  

 １０月２５日（土）に令和７年度第３５回富山県高等学校新人大会兼北信越新

人大会予選会空手道競技が行われました。 

 本校からは二正寺龍吾さん（２年・明峰中）が男子個人組手－６１kg級に出場

し、見事第１位の栄冠に輝きました。厳しい試合展開の中でも最後まで集中を

切らさず、冷静な技の攻防と粘り強い精神力で勝利をつかみ取りました。 

  二正寺さんは、１１月１４日（金）から１６日（日）に長野県松本市のエア・

ウォーターアリーナ松本で行われる北信越新人大会に出場します。県代表とし

ての誇りを胸に、さらなる高みを目指します。  

初のベスト８入り！

選手権県予選で健闘  

県新人大会優勝！！ 
北信越大会へ挑む 

１１月３日（月）に第７８回全日本バレーボール選手権大会富山県予選が行われ

ました。 

 本校は高岡龍谷高校と対戦し、セットカウント０－２で敗れました。初めての

ベスト４をかけた試合で大きな力の差を感じながらも、最後まで粘り強くボー

ルをつなぎ、チーム一丸となって戦いました。 

 今大会をもって今年度のチームの活動は終了となります。新チームは今回の

悔しさを糧に、再びこの舞台に戻ってこられるよう日々の練習に励みます。 


